
京都市告示第   号 

 

 地方公営企業法第 40 条の 2 及び京都市公営企業の業務状況公表に関する

条例に基づき、令和 6 年 4 月 1 日から令和 6 年 9 月 30 日までの期間におけ

る本市公営企業の業務状況を次のとおり公表します。 

  令和６年１２月９日 

                   京都市長 松 井 孝 治 

 

　京都市長　松　井　　孝　治

５４４



４～９月　一日平均旅客数（自動車） （単位：千人）

対元年度増減率 対元年度増減率 対５年度増減率

4月 413 338 ▲17.4% 361 ▲12.2% 6.5%

5月 369 338 ▲8.3% 348 ▲6.1% 2.9%

6月 364 335 ▲8.2% 339 ▲6.8% 1.3%

7月 362 332 ▲9.5% 340 ▲7.6% 2.3%

8月 351 312 ▲11.7% 319 ▲9.8% 2.0%

9月 396 341 ▲12.1% 336 ▲13.0% ▲1.5%

4～9月累計 376 333 ▲11.3% 340 ▲9.4% 2.3%

元年度 ５年度 ６年度

令和６年度前期京都市自動車運送事業業務状況 

１ 事業概況 

当期の一日平均旅客数は、３４０千人となり、前年度同期に比べ７千人 

（２．３％）の増加となりましたが、令和元年度比では、▲３５千人     

（▲９．４％）の減少となりました。 

当期旅客収入（税抜）は１０，３５３百万円となり、前年度同期に比べ   

４５１百万円（４．６％）の増加となりましたが、令和元年度比では、     

▲１５２百万円（▲１．４％）の減少となりました。 

通勤や通学等の日々の御利用や、インバウンド等の観光利用の増加により、

お客様数は回復基調にあるものの、コロナ前までは戻りきらず、厳しい状況が

続いています。 

また、お客様に市バス・地下鉄を快適にご利用いただくため、以下の取組を

実施しました。 

○   約１０年振りの全面的な改編となる令和６年６月の市バスダイヤ改正では、市

民生活と観光の調和を目指し、御利用状況に応じた輸送力の再配分や増車を行う

ことにより、通勤や通学、買い物など市民の皆様の御利用をしっかりと守りつつ、

「観光特急バス」の新設など、観光利用にも対応した路線・ダイヤを編成。 

○   春の観光シーズンやゴールデンウイーク期間など、多客時における市バ

スの臨時増発を実施 

○   ゴールデンウィーク期間中における、鉄道駅と主な観光地を結ぶ臨時バ

ス「楽洛ライン」の運行や、市バスから地下鉄への無料振替、永観堂周辺

での市バスの臨時経路変更の実施 



 (参考) 運輸成績

当期 前年同期 増減 増減比率

営業日数 （日） 183 183 0 0.0%  

営業キロ数 （㎞） 323.33 322.03 1.30 0.4%  

在籍車両数 （両） 810 801 9 1.1%  

127,786 125,685 2,101 1.7%  

(698) (687) (11) (1.6%) 

14,955,564 14,913,933 41,632 0.3%  

(81,724) (81,497) (227) (0.3%) 

62,277,375 60,894,292 1,383,083 2.3%  

(340,314) (332,756) (7,558) (2.3%) 

11,231,523 10,714,058 517,465 4.8%  

(61,374) (58,547) (2,827) (4.8%) 

 注１　営業キロ数及び在籍車両数は、各期末現在のものである。

　 ２　使用車両数、走行キロ数、旅客数、旅客収入の（　　）内は、１日平均

　　  の数値である。

 　３　旅客収入は、消費税及び地方消費税相当額を含む。

旅　客　数 （人）

旅客収入 （千円）

令和6年4月 1日から
令和6年9月30日まで

区　　　　　分

使用車両数 （両）

走行キロ数 （㎞）



２   経理の状況

    当期における経理の状況は、次のとおりです。

（1） 損益計算書

    損  失  の  部    金        額     利  益  の  部    金       額

千円 千円

自動車運送事業費用 10,091,889 自動車運送事業収益 12,309,277

　営　業　費　用 10,066,300   営  業  収  益 11,601,748

保 存 費 886,407 運 送 収 益 11,045,509

運 転 費 4,490,821 そ の 他 556,239

管 理 費 3,931,417   営 業 外 収 益 707,529

減 価 償 却 費 757,655 他 会 計 補 助 金 286,227

  営 業 外 費 用 25,589 府 補 助 金 8,538

支 払 利 息 12,805 長期前受金戻入 81,568

雑 支 出 12,784 そ の 他 331,196

　当　期　純　利　益 2,217,388

12,309,277 12,309,277

備考  消費税及び地方消費税相当額を含みます。

　　合　　　　計 　　合　　　　計

( )
令和6年4月 1日から

令和6年9月30日まで



（２） 貸借対照表

令和6年9月30日現在

  資   産   の   部    金        額   負債及び資本の部    金        額

千円 千円

 固  定  資  産  22,999,133  固  定  負  債 10,673,243

有 形 固 定 資 産 21,154,746 企 業 債 6,869,131

無 形 固 定 資 産 75,200 引 当 金 3,804,112

建 設 仮 勘 定 568,187  流  動  負  債 3,515,193

投資その他の資産 1,201,000 企 業 債 733,336

 流  動  資  産 7,087,889 未 払 金 1,276,613

現 金 預 金 180,668 預 り 金 194,902

未 収 金 1,721,961 前 受 金 958,944

貯 蔵 品 43,523 仮 受 金 351,398

貸 付 金 4,500,000  繰　延　収　益 1,684,163

前 払 金 198,135 長 期 前 受 金 1,684,163

仮 払 金 443,602  資     本     金 11,075,549

資     本     金 11,075,549

 剰 　  余   　金 3,138,874

資 本 剰 余 金 753,577

欠 損 金 2,385,297

   合          計 30,087,022     合   　    計 30,087,022

備 考 1 有形固定資産の減価償却累計額は、321億6,404万2,495円です。
      2 長期前受金収益化累計額は、59億6,516万6,720円です。

）（



３  その他財政事情を明らかにするために必要な事項

　（１）  企業債等の状況

        当期における企業債等の状況は、次のとおりです。

区 分 期 首 未 償 還 額 当 期 借 入 額 当 期 償 還 額 期 末 未 償 還 額

千円 千円 千円 千円

建 設 企 業 債 7,453,362 0 732,895 6,720,467

特 別 減 収 対 策
企 業 債

882,000 0 0 882,000

合 計 8,335,362 0 732,895 7,602,467



４～９月　一日平均旅客数（地下鉄） （単位：千人）

対元年度増減率 対元年度増減率 対５年度増減率

4月 421 378 ▲9.7% 409 ▲2.1% 8.1%

5月 423 396 ▲6.8% 423 ▲1.0% 6.9%

6月 418 391 ▲7.0% 415 ▲0.6% 6.0%

7月 415 397 ▲7.3% 417 ▲3.3% 5.0%

8月 393 359 ▲9.9% 374 ▲5.9% 4.2%

9月 422 365 ▲14.2% 374 ▲11.0% 2.6%

4～9月累計 415 381 ▲9.2% 402 ▲4.0% 5.5%

元年度 ５年度 ６年度

令和６年度前期京都市高速鉄道事業業務状況 

１ 事業概況 

当期の一日平均旅客数は、４０２千人となり、前年度同期に比べ２１千人 

（５．５％）の増加となりましたが、令和元年度比では、▲１３千人     

（▲４．０％）の減少となりました。 

当期旅客収入（税抜）は１３，０８７百万円となり、前年度同期に比べ   

６９２百万円（５．６％）の増加となりましたが、令和元年度比では、     

▲２９４百万円（▲２．２％）の減少となりました。 

通勤や通学等の日々の御利用や、インバウンド等の観光利用の増加により、

お客様数は回復基調にあるものの、コロナ前までは戻りきらず、厳しい状況が

続いています。 

また、お客様に市バス・地下鉄を快適にご利用いただくため、以下の取組 

を実施しました。 

○   春の観光シーズンやゴールデンウイーク期間など、多客時における 地

下鉄の臨時増発 を 実施  

○   ゴールデンウィーク期間中における、市バスから地下鉄への無料振替を

実施 



 (参考) 運輸成績

当期 前年同期 増減 増減比率

営業日数 （日） 183 183 0 0.0%  

営業キロ数 （㎞） 31.2 31.2 0.0 0.0%  

在籍車両数 （両） 222 222 0 0.0%  

43,966 44,618 △ 652 △ 1.5%  

(240) (244) △ 4 △ 1.6%  

10,170,490 10,178,812 △ 8,322 △ 0.1%  

(55,576) (55,622) (△ 46) (△ 0.1%) 

73,577,489 69,729,745 3,847,744 5.5%  

(402,063) (381,037) (21,026) (5.5%) 

14,344,456 13,574,492 769,964 5.7%  

(78,385) (74,178) (4,207) (5.7%) 

 注１　営業キロ数及び在籍車両数は、各期末現在のものである。

　 ２　使用車両数、走行キロ数、旅客数、旅客収入の（　　）内は、１日平均

     の数値である。

 　３　旅客収入は、消費税及び地方消費税相当額を含む。

旅　客　数 （人）

旅客収入 （千円）

令和6年4月 1日から
令和6年9月30日まで

区　　　　　分

使用車両数 （両）

走行キロ数 （㎞）



２　経理状況

当期における経理の状況は、次のとおりです。

　（１）損益計算書

金 額 金 額

千円 千円

14,016,525 18,434,407

12,629,557 15,647,957

保 存 費 1,812,474 14,301,195

運 転 費 1,178,505 1,346,762

運 輸 費 2,075,234 2,786,450

管 理 費 506,103 1,296,217

減 価 償 却 費 7,057,241 9,312

1,386,968 1,460,856

支 払 利 息 1,386,202 20,065

雑 支 出 766

4,417,882

18,434,407 18,434,407

備考　消費税及び地方消費税相当額を含みます。

合 計

営 業 外 費 用

当 期 純 利 益

長期前受金戻入

雑 収 益

合 計

高 速 鉄 道 事 業 費 用

営 業 費 用

）

損 失 の 部 利 益 の 部

高 速 鉄 道 事 業 収 益

営 業 収 益

令和6年4月 1日から

令和6年9月30日まで
（

運 輸 収 益

そ の 他

営 業 外 収 益

他 会 計 補 助 金

府 補 助 金



　（２）貸借対照表

（令和6年9月30日現在）

金 額 金 額

千円 千円

407,696,113 301,272,872

有 形 固 定 資 産 404,814,793 企 業 債 275,785,236

無 形 固 定 資 産 99,052 他 会 計 借 入 金 20,585,180

建 設 仮 勘 定 2,726,668 府 借 入 金 705,642

投資その他の資産 55,600 引 当 金 4,196,814

2,899,583 51,573,152

現 金 預 金 473,642 企 業 債 19,914,369

未 収 金 2,065,830 他 会 計 借 入 金 752,580

貯 蔵 品 2,853 府 借 入 金 114,921

前 払 金 355,817 一 時 借 入 金 26,150,000

仮 払 金 1,441 未 払 金 2,416,554

10,454 預 り 金 477,456

企業債発行差金 10,454 前 受 金 1,357,898

仮 受 金 388,135

リ ー ス 債 務 1,239

97,549,946

長 期 前 受 金 97,549,946

257,440,881

資 本 金 257,440,881

△ 297,230,701

資 本 剰 余 金 8,544,883

欠 損 金 △ 305,775,584

410,606,150 410,606,150

備考１　有形固定資産の減価償却累計額は、3,717億2,672万251円です。

　　２　長期前受金の収益化累計額は、1,191億3,403万2,697円です。

　　３　消費税及び地方消費税相当額を含みます。

合 計合 計

繰 延 収 益

資 産 の 部 負債及び資本の部

流 動 負 債

剰余金（欠損金）

資 本 金

流 動 資 産

繰 延 勘 定

固 定 負 債固 定 資 産



３　その他財政事情を明らかにするために必要な事項

　（１）　企業債等の状況

　　　　当期における企業債等の状況は、次のとおりです。

区 分 期 首 未 償 還 額 当 期 借 入 額 当 期 償 還 額 期 末 未 償 還 額

千円 千円 千円 千円

建 設 企 業 債 102,356,786 0 5,168,547 97,188,239

特 例 債 14,950,167 0 970,867 13,979,300

資本費負担緩和
分 企 業 債

58,541,932 0 1,100,626 57,441,306

資本費平準化債 113,363,740 1,155,000 320,980 114,197,760

特 別 減 収 対 策
企 業 債

12,893,000 0 0 12,893,000

長 期 借 入 金 22,975,824 0 817,501 22,158,323

合 計 325,081,449 1,155,000 8,378,521 317,857,928

　（２）　一時借入金の状況

　　　　　当期末現在の一時借入金は261億５千万円です。



令和６年度前期京都市水道事業業務状況 

 
１ 事業の概況 
 ⑴ 概況 

当期有収水量は、前年度同期（８，０３１万立方メートル）に比べ２０万

立方メートル（０．２パーセント）減少し、８，０１１万立方メートルとな

りました。 

当期給水収益は、前年度同期（１４６億４，６１５万円）に比べ１，５４

４万円（０．１パーセント）増加し、１４６億６，１５９万円となりました。

また、当期総収益は、１７９億１，８６０万円となり、一方、当期総費用は、

１５０億３，７９２万円となりました。 

建設改良事業について、浄水場では、新山科浄水場導水トンネル築造工事、

蹴上浄水場粉末活性炭注入設備設置工事、松ケ崎浄水場粉末活性炭接触池

築造工事等を施工しました。管路では、配水管及び補助配水管の布設及び布

設替え（延長１４．２キロメートル）等を施工しました。 



２　経理の状況

　　当期における経理の状況は、次のとおりです。

　⑴　損益計算書

金　　　額 金　　　額

千円 千円

 水　道　事　業　費　用 15,037,923  水　道　事　業　収　益 17,918,599

営　業　費　用 13,362,972 15,779,536

原 水 費 307,792 給 水 収 益 14,661,587

浄 水 費 2,266,006 他 会 計 負 担 金 43,523

配 水 及 び 給 水 費 2,068,992 そ の 他 営 業 収 益 1,074,426

業 務 費 1,256,910

総 係 費 645,905 営 業 外 収 益 1,555,756

減 価 償 却 費 6,606,692 受 取 利 息 5,629

資 産 減 耗 費 210,675 長期前受金戻入益 989,927

雑 収 益 560,200

特 別 利 益 583,307

営 業 外 費 用 1,674,951 固 定 資 産 売 却 益 583,307

支払利息及び
企業債取扱諸費

578,102

雑 支 出 9,550

消 費 税 及 び
地 方 消 費 税

1,087,299

当 期 純 利 益 2,880,676

17,918,599 17,918,599

備考　消費税及び地方消費税相当額を含みます。

合　　　　　　計 合　　　　　　計

（令和6年4月1日から令和6年9月30日まで）

損　失　の　部 利　益　の　部

営　業　収　益



　⑵　貸借対照表

金　　　　額 金　　　額

千円 千円

341,731,890 148,660,126

有 形 固 定 資 産 333,256,940 企 業 債 140,114,877

無 形 固 定 資 産 1,252,467 Ｐ Ｆ Ｉ 債 務 2,744,725

投資その他の資産 7,222,483 リ ー ス 債 務 436,209

引 当 金 5,364,315

流　 動　 資　 産 12,685,137 15,117,922

現 金 預 金 5,482,904 企 業 債 8,867,606

未 収 金 2,727,364 Ｐ Ｆ Ｉ 債 務 89,192

貯 蔵 品 665,363 リ ー ス 債 務 112,723

保 管 有 価 証 券 333,780 未 払 金 3,518,519

仮 払 金 9,532 前 受 金 439,293

前 払 金 3,454,109 預 り 金 1,756,809

そ の 他 流 動 資 産 12,085 預 り 有 価 証 券 333,780

繰　延　収　益 37,874,751

長 期 前 受 金 37,874,751

資　　　本　　　金 138,371,389

剰　　　余　　　金 14,392,839

資 本 剰 余 金 5,661,634

利 益 剰 余 金 8,731,205

354,417,027 354,417,027

備考 １　有形固定資産の減価償却累計額は、3,029億192万円です。

２　長期前受金の収益化累計額は、572億5,030万円です。

３　消費税及び地方消費税相当額を含みません。

合　　　　　計 合　　　　　計

（令和6年9月30日現在）

資　産　の　部 負債及び資本の部

固　 定　 資　 産 固　 定 　負 　債

流   動 　負 　債



３　その他財政事情を明らかにするために必要な事項

　⑴　企業債の状況

　　　当期における企業債の状況は、次のとおりです。

区　　分 期首未償還額 当 期 借 入 額 当 期 償 還 額 期末未償還額

千円 千円 千円 千円

建 設 企 業 債 154,114,451 0 5,131,968 148,982,483

合　　計 154,114,451 0 5,131,968 148,982,483

　⑵　一時借入金の状況

　　　当期末現在の一時借入金は、ありません。

（令和6年9月30日現在）



　⑶　有収水量

　　　当期における有収水量は、次のとおりです。

月別　／　項目 有収水量

令和 ｍ³
　　　　６年　　　４月 13,483,111

　〃　　　　５月 12,947,087

　〃　　　　６月 14,410,045

　〃　　　　７月 12,348,014

〃  　　　８月 14,084,157

　　〃 　 　　９月 12,836,248

合　　　計 80,108,662

１　日　平　均 437,752

前年同期１日平均 438,879
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令和５年度有収水量 令和６年度有収水量

百万㎥



令和６年度前期京都市公共下水道事業業務状況 

 

１ 事業の概況 

 ⑴ 概況 
当期有収汚水量は、前年度同期（８，６３４万立方メートル）に比べ７万

立方メートル（０．１パーセント）増加し、８，６４１万立方メートルとな

りました。 

当期下水道使用料は、前年度同期（１１３億６，９８３万円）に比べ 

９，４６９万円（０．８パーセント）増加し、１１４億６，４５２万円とな

りました。 

また、当期総収益は、２４９億３，３９０万円となり、一方、当期総費用

は、２３９億２，７８１万円となりました。 
建設改良事業について、管きょでは、鳥羽第３導水きょ、烏丸丸太町幹線

等の工事を継続実施しています。 

終末処理場では、鳥羽水環境保全センター第２東ポンプ場ポンプ設備工事

及び伏見水環境保全センター合流系最終ちんでん池設備工事等を継続実施

するとともに、鳥羽水環境保全センター流動炉延命化工事を完了しました。 

 



２　経理の状況

　　当期における経理の状況は、次のとおりです。

　⑴　損益計算書

金　　　額 金　　　額

千円 千円

23,927,807 24,933,903

22,106,699 21,096,530

下 水 道 維 持 費 1,622,528 下 水 道 使 用 料 11,464,517

下 水 処 理 費 5,360,355 他 会 計 負 担 金 9,367,800

業 務 費 671,012 その他事業収益 264,213

水 洗 便 所 普 及
対 策 費

62,087 3,837,373

総 係 費 418,045 受 取 利 息 3,837

減 価 償 却 費 13,582,005 他 会 計 負 担 金 13,138

資 産 減 耗 費 390,667
長 期 前 受 金
戻 入 益

3,710,931

1,821,108 雑 収 益 109,467

支 払 利 息 及 び
企業債取扱諸費

1,084,902

雑 支 出 7,551

消 費 税 及 び
地 方 消 費 税

728,655

1,006,096

24,933,903 24,933,903

備考　消費税及び地方消費税相当額を含みます。

（令和6年4月1日から令和6年9月30日まで）

損　失　の　部 利　益　の　部

公共下水道事業費用 公共下水道事業収益

合　　　　　　計

当 期 純 利 益

事 業 収 益

合　　　　　　計

事 業 外 収 益

事 業 外 費 用

事 業 費 用



　⑵　貸借対照表

金　　　　額 金　　　額

千円 千円

644,165,459 232,074,569

有 形 固 定 資 産 637,224,295 企 業 債 223,611,456

無 形 固 定 資 産 5,463,747
企 業 債 償 還
積 立 金

2,562,669

投 資
そ の 他 の 資 産

1,477,417 リ ー ス 債 務 274,307

15,595,665 Ｐ Ｆ Ｉ 債 務 2,744,725

現 金 預 金 12,169,349 引 当 金 2,881,412

未 収 金 1,921,271 16,708,925

貯 蔵 品 13,569 企 業 債 10,767,215

保 管 有 価 証 券 100,000
企 業 債 償 還
積 立 金

240,000

仮 払 金 7,496 リ ー ス 債 務 67,376

前 払 金 1,377,700 Ｐ Ｆ Ｉ 債 務 89,192

その他流動資産 6,280 未 払 金 5,127,934

前 受 金 236,482

預 り 金 80,726

預 り 有 価 証 券 100,000

繰 　延 　収 　益 148,346,479

長 期 前 受 金 148,346,479

資　 　本 　　金 245,495,763

剰　　 余　 　金 17,135,388

資 本 剰 余 金 8,260,192

利 益 剰 余 金 8,875,196

659,761,124 659,761,124

備考 １　有形固定資産の減価償却累計額は、8,104億8,397万円です。

２　長期前受金の収益化累計額は、2,287億1,946万円です。

３　消費税及び地方消費税相当額を含みません。

合　　　　　計 合　　　　　計

資　産　の　部

流　 動 　負 　債

負債及び資本の部

固　 定　 資　 産

流　 動　 資　 産

固 　定　 負 　債

（令和6年9月30日現在）



３　その他財政事情を明らかにするために必要な事項

　⑴　企業債の状況

　　　当期における企業債の状況は、次のとおりです。

区　　分 期首未償還額 当 期 借 入 額 当 期 償 還 額 期末未償還額

千円 千円 千円 千円

227,692,598 0 5,698,718 221,993,880

資 本 費
平 準 化 債

15,201,347 0 13,887 15,187,460

合　　計 242,893,945 0 5,712,605 237,181,340

備考　期首未償還額には統合により増加した農業集落排水事業分243,380千円を

　　含みます。

　　　当期末現在の一時借入金は、ありません。

（令和6年9月30日現在）

建 設 企 業 債

　⑵　一時借入金の状況



　⑶　有収汚水量

　　　当期における有収汚水量は、次のとおりです。

月別　／　項目 有収汚水量

令和 ｍ³
　　　　６年　　　４月 14,479,262

　〃　　　　５月 13,934,880

　〃　　　　６月 15,596,040

　〃　　　　７月 13,433,964

〃  　　　８月 15,168,227

　　〃 　 　　９月 13,798,890

合　　　計 86,411,263

１　日　平　均 472,193

前年同期１日平均 471,787
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

令和５年度有収汚水量 令和６年度有収汚水量

百万㎥

(行財政局総務部総務課）


